
(57)【要約】

【課題】有機電界発光素子用の中間層形成物質及びそれ

を用いた有機電界発光素子を提供する。

【解決手段】　正孔輸送能力を有しているアミン誘導体

に架橋結合性作用基が結合されている構造を有する有機

電界発光素子用の中間層形成物質及びそれを用いた有機

電界発光素子。本発明の中間層形成物質は、可溶性に優

れて薄膜形成が容易であり、薄膜形成後の溶媒に対する

安定性に優れかつ多様な厚さの薄膜を容易に製造しうる

。特に、使われた正孔伝達材料の特性によって多様なバ

ンドギャップとＬＵＭＯ、ＨＯＭＯ値の調節が容易であ

って多様な中間層としての特性を期待することができる

。このような中間層形成物質を用いて得た中間層を導入

すれば高効率と長寿命の有機電界発光素子を製作できる

。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 記 化 学 式 １ で 表 さ れ る 有 機 電 界 発 光 素 子 用 の 中 間 層 形 成 物 質 :
　
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　 前 記 式 中 、 Ａ は 、 正 孔 輸 送 能 力 を 有 し て い る ２ 価 な い し ４ 価 の ア ミ ン 誘 導 体 部 分 （ moie
ty） で あ り 、
　 Ｙ １ な い し Ｙ ４ は 、 互 い に 独 立 し て 架 橋 結 合 性 作 用 基 を 有 し て い る 基 で あ り 、
　 ａ お よ び ｂ は 、 互 い に 独 立 し て ０ ま た は １ で あ り 、 Ａ が ２ 価 部 分 で あ る 場 合 に は ａ お よ
び ｂ は 全 て ０ で あ り 、 Ａ が ３ 価 部 分 で あ る 場 合 に は ａ ま た は ｂ は ０ で あ り 、 Ａ が ４ 価 部 分
で あ る 場 合 に は ａ お よ び ｂ は 全 て １ で あ る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 化 学 式 １ の Ａ は 下 記 化 学 式 ２ で 表 さ れ る グ ル ー プ の う ち 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 素 子 用 の 中 間 層 形 成 物 質 :
　
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 前 記 式 中 、 Ｘ は 、 単 一 結 合 を 表 す か 、 (Ｃ Ｈ ２ )ｎ -、 こ こ で ｎ は １ ま た は ２ の 整 数 、 -Ｃ
(Ｒ １ )(Ｒ ２ )-、 -Ｃ Ｈ ＝ Ｃ Ｈ -、 -Ｓ -、 -Ｏ -ま た は -Ｓ ｉ (Ｒ １ )(Ｒ ２ )-で あ り 、 Ｒ １ 及 び
Ｒ ２ は 、 互 い に 独 立 し て 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 １ -１ ２ の 直 鎖 状 ま た は 分 枝 状 ア ル キ
ル 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ３ -１ ２ の シ ク ロ ア ル キ ル 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素
数 ５ -１ ４ の ア リ ー ル 基 ま た は 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ２ -１ ４ の ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 で あ
り 、
　 Ａ ｒ １ な い し Ａ ｒ ４ は 、 互 い に 独 立 し て 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 １ -１ ２ の 直 鎖 状 ま
た は 分 枝 状 ア ル キ レ ン 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ３ -１ ２ の シ ク ロ ア ル キ レ ン 基 、 置
換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ５ -１ ４ の ア リ ー レ ン 基 、 ま た は 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ２ -１
４ の ヘ テ ロ ア リ ー レ ン 基 で あ り 、
　 Ｂ は 、 水 素 、 炭 素 数 １ -１ ２ の 直 鎖 状 ま た は 分 枝 状 ア ル キ ル 基 、 炭 素 数 ３ -１ ２ の シ ク ロ
ア ル キ ル 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ５ -１ ４ の ア リ ー ル 基 、 ま た は 置 換 ま た は 非 置 換
の 炭 素 数 ２ -１ ４ の ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 で あ る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 化 学 式 ２ で 表 さ れ る グ ル ー プ が 下 記 化 学 式 ６ で 表 さ れ る グ ル ー プ で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 界 発 光 素 子 用 中 間 層 形 成 物 質 :
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化 学 式 ２
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【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 前 記 式 中 、 Ｒ 、 Ｒ ’ 、 Ｒ ’ ’ 、 Ｒ ’ ’ ’ 及 び Ｒ ’ ’ ’ ’ は 、 一 置 換 ま た は 多 置 換 さ れ た
作 用 基 で あ っ て 、 互 い に 独 立 し て 水 素 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 １ -１ ２ の 直 鎖 状 ま た
は 分 枝 状 ア ル キ ル 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ３ -１ ２ の シ ク ロ ア ル キ ル 基 、 置 換 ま た
は 非 置 換 の 炭 素 数 ５ -１ ４ の ア リ ー ル 基 、 ま た は 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ２ -１ ４ の ヘ テ
ロ ア リ ー ル 基 を 表 す 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 Ｙ １ ～ Ｙ ４ は 、 水 素 ま た は 下 記 化 学 式 ３ で 表 さ れ る グ ル ー プ の う ち 選 択 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 素 子 用 の 中 間 層 形 成 物 質 ：
　
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 前 記 式 中 、 Ｒ １ は 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 １ -１ ２ の 直 鎖 状 ま た は 分 枝 状 ア ル キ レ
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ン 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ３ -１ ２ の シ ク ロ ア ル キ レ ン 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭
素 数 ６ -１ ４ の ア リ ー レ ン 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ２ -１ ４ の ヘ テ ロ ア リ ー レ ン 基 、
-Ｏ -Ｃ (＝ Ｏ ) -(Ｃ Ｈ ２ )ｎ -、 ま た は -(Ｃ Ｈ ２ )ｎ -Ｏ - (ｎ は １ な い し １ ２ の 整 数 で あ る )
で あ り 、
　 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ は 、 互 い に 独 立 し て 水 素 、 Ｃ ｌ 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 炭 素 数 １ な い し １ ２
の ア ル キ ル 基 、 炭 素 数 １ な い し １ ２ の ア ル コ キ シ 基 、 炭 素 数 １ な い し １ ２ の ヒ ド ロ キ シ ア
ル キ ル 基 、 炭 素 数 ６ な い し １ ４ の ア リ ー ル 基 、 ま た は 炭 素 数 ２ な い し １ ４ の ヘ テ ロ ア リ ー
ル 基 を 表 し て 、
　 Ｒ ５ は 、 水 素 、 炭 素 数 １ な い し １ ２ の ア ル キ ル 基 、 炭 素 数 １ な い し １ ２ の ア ル コ キ シ 基
、 炭 素 数 ６ な い し １ ４ の ア リ ー ル 基 、 ま た は 炭 素 数 ２ な い し １ ４ の ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 表
す 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 化 合 物 が 下 記 化 学 式 ４ ま た は ５ で 表 さ れ る 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 素 子 用 の 中 間 層 形 成 物 質 ：
　
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 請 求 項 ６ 】
　 一 対 の 電 極 間 に 有 機 膜 を 含 む 有 機 電 界 発 光 素 子 に お い て 、
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　 前 記 有 機 膜 が 請 求 項 １ な い し ５ の う ち 何 れ か １ 項 に 記 載 の 中 間 層 形 成 物 質 ま た は そ の 架
橋 反 応 結 果 物 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 有 機 膜 が 正 孔 輸 送 層 と 発 光 層 と の 間 に 形 成 さ れ た 中 間 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ６ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 素 子 が 、
　 ア ノ ー ド ／ 正 孔 輸 送 層 ／ 中 間 層 ／ 発 光 層 ／ カ ソ ー ド 、 ア ノ ー ド ／ バ ッ フ ァ 層 ／ 正 孔 輸 送
層 ／ 中 間 層 ／ 発 光 層 ／ カ ソ ー ド 、 ア ノ ー ド ／ バ ッ フ ァ 層 ／ 正 孔 輸 送 層 ／ 中 間 層 ／ 発 光 層 ／
電 子 輸 送 層 ／ カ ソ ー ド 、 ア ノ ー ド ／ バ ッ フ ァ 層 ／ 正 孔 輸 送 層 ／ 中 間 層 ／ 発 光 層 ／ 正 孔 遮 断
層 ／ カ ソ ー ド ま た は ア ノ ー ド ／ 正 孔 輸 送 層 ／ 発 光 層 ／ カ ソ ー ド の 積 層 構 造 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 有 機 電 気 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 バ ッ フ ァ 層 は 、 Ｃ ｕ Ｐ ｃ 、 ｍ -Ｍ Ｔ Ｄ Ａ Ｔ Ａ 、 ポ リ チ オ フ ェ ン 、 ポ リ ア ニ リ ン 、 ポ
リ ア セ チ レ ン 、 ポ リ ピ ロ ー ル ま た は ポ リ フ ェ ニ レ ン ビ ニ レ ン (Ｐ Ｐ Ｖ )誘 導 体 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 正 孔 遮 断 層 は 、 Ｌ ｉ Ｆ 、 Ｂ ａ Ｆ ２ ま た は Ｍ ｇ Ｆ ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８
に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ア ノ ー ド は 、  Ｉ Ｔ Ｏ 、 Ｉ Ｚ Ｏ 、 Ｓ ｎ Ｏ ２ 、 Ｚ ｎ Ｏ ま た は こ れ ら の 混 合 物 か ら な る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 電 界 発 光 素 子 に 係 り 、 よ り 詳 細 に は 正 孔 輸 送 材 料 の 特 性 を 有 し 、 安 定 し
た 薄 膜 構 造 を 有 す る 有 機 電 界 発 光 素 子 用 の 中 間 層 形 成 物 質 及 び そ れ を 用 い て 正 孔 輸 送 層 と
発 光 層 と の 間 に 中 間 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 高 効 率 お よ び 長 寿 命 が 得 ら れ る 有 機 電 界 発
光 素 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 電 界 発 光 素 子 は 材 料 の 特 性 と 製 作 工 程 面 に お い て 低 分 子 を 用 い た 素 子 と 高 分 子 を 用
い た 素 子 に 大 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 低 分 子 は 、 合 成 経 路 が 簡 単 で 適 切 な 分 子 設 計 を 通 じ て 可 視 光 領 域 の 三 原 色 で あ る 赤 色 、
緑 色 及 び 青 色 の 発 光 材 料 を 多 様 に 合 成 す る こ と が で き る 長 所 が あ る 。 素 子 製 造 時 に は 真 空
蒸 着 を 通 じ て 薄 膜 を 形 成 し 、 発 光 材 料 の 精 製 と 高 純 度 化 が 容 易 で あ り 、 カ ラ ー 画 素 を 容 易
に 具 現 で き る 長 所 が あ る が 、 実 質 的 な 応 用 の た め に は 量 子 効 率 の 向 上 、 薄 膜 の 結 晶 化 防 止
、 そ し て 色 純 度 の 向 上 な ど の 解 決 し な け れ ば な ら な い 問 題 点 が 相 変 ら ず 残 っ て い る 。 現 在
、 こ の よ う な 低 分 子 電 界 発 光 デ ィ ス プ レ イ は 移 動 通 信 用 小 型 サ イ ズ パ ネ ル や 自 動 車 用 の オ
ー デ ィ オ 等 に 商 品 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 高 分 子 を 用 い た 電 界 発 光 素 子 は 、 π － 共 役 高 分 子 で あ る ポ リ (１ ， ４ -フ ェ ニ レ ン
ビ ニ レ ン )(Ｐ Ｐ Ｖ )に 電 気 を 加 え た 時 に 発 光 す る と い う 事 実 が 報 告 さ れ た 以 後 、 活 発 な 研
究 が 進 行 し て い る 。 π -共 役 高 分 子 は 、 単 一 結 合 (あ る い は σ -結 合 )と 二 重 結 合 (あ る い は
π -結 合 )と の 交 互 化 学 構 造 で あ っ て 、 偏 在 化 さ れ ず に 結 合 鎖 に 沿 っ て 比 較 的 自 由 に 動 け る
π -電 子 を 有 し て い る 。 π -共 役 高 分 子 は 、 こ の よ う な 半 導 体 的 な 性 質 に よ っ て そ れ ら を 電
界 発 光 素 子 の 発 光 層 に 適 用 時 に Ｈ Ｏ Ｍ Ｏ  (ｈ ｉ ｇ ｈ ｅ ｓ ｔ  ｏ ｃ ｃ ｕ ｐ ｉ ｅ ｄ  ｍ ｏ ｌ ｅ ｃ
ｕ ｌ ａ ｒ  ｏ ｒ ｂ ｉ ｔ ａ ｌ )－ Ｌ Ｕ Ｍ Ｏ  (ｌ ｏ ｗ ｅ ｓ ｔ  ｕ ｎ ｏ ｃ ｃ ｕ ｐ ｉ ｅ ｄ  ｍ ｏ ｌ ｅ ｃ
ｕ ｌ ａ ｒ  ｏ ｒ ｂ ｉ ｔ ａ ｌ )バ ン ド ギ ャ ッ プ (ｂ ａ ｎ ｄ － ｇ ａ ｐ )に 該 当 す る 全 可 視 光 領 域 の
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光 を 分 子 設 計 を 通 じ て 容 易 に 得 ら れ 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ あ る い は プ リ ン テ ィ ン グ 方 法 に
よ り 簡 単 に 薄 膜 を 形 成 で き て 素 子 製 造 工 程 が 簡 単 で か つ 低 い 製 造 コ ス ト 、 高 い ガ ラ ス 転 移
温 度 を 有 し て い る た め に 優 秀 な 機 械 的 性 質 の 薄 膜 が 提 供 で き る 長 所 が あ る 。 し た が っ て 、
長 期 的 に は 低 分 子 電 界 発 光 表 示 素 子 よ り 商 業 的 な 面 で よ り 大 き い 競 争 力 を 有 す る こ と と 予
想 さ れ る 。 し か し 、 現 在 高 分 子 を 用 い た 電 界 発 光 素 子 に お け る 最 も 大 き い 問 題 点 と し て 台
頭 さ れ て い る こ と は 低 分 子 電 界 発 光 素 子 に 比 べ て 発 光 輝 度 が 低 く 、 発 光 高 分 子 の 劣 化 に よ
る 耐 久 性 に 問 題 が あ る と い う 点 で あ る 。 高 分 子 物 質 は 、 合 成 方 法 に よ っ て 分 子 鎖 内 に 劣 化
を 促 進 す る 欠 陥 が 存 在 す る 可 能 性 が あ り 、 精 製 が 難 し く て 高 純 度 化 に 難 点 が あ る 。 こ の よ
う な 問 題 は 、 高 分 子 内 の 欠 陥 を 最 小 化 で き る 重 合 技 術 の 開 発 と 合 成 さ れ た 高 分 子 内 部 に 存
在 す る 不 純 物 を 最 大 限 に 除 去 で き る 精 製 技 術 の 開 発 で 克 服 で き る 。 こ の よ う な 方 法 で 合 成
さ れ た 高 分 子 物 質 が 有 機 電 界 発 光 素 子 の 性 能 改 善 に 継 続 的 に フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ れ ば よ り
高 性 能 の 素 子 が 具 現 で き る 。 ま た 、 高 分 子 物 質 の 場 合 、 低 分 子 の よ う に 多 様 な 機 能 を 持 つ
多 層 薄 膜 の 製 造 に お い て 薄 膜 の 安 定 性 面 、 特 に 薄 膜 の 均 一 性 面 で 低 分 子 に 至 ら ず 、 使 わ れ
る 溶 媒 の 種 類 に 制 限 が あ っ て 薄 膜 製 造 が 容 易 で な い た め 、 こ れ を 解 決 し よ う と い う 多 様 な
努 力 が あ っ た 。 こ れ は 、 低 分 子 の 場 合 と 同 様 に 発 光 効 率 的 な 面 で バ ッ フ ァ 層 、 正 孔 輸 送 層
、 電 子 輸 送 層 、 正 孔 遮 断 層 の よ う な 多 層 構 造 を 利 用 し な け れ ば 、 高 効 率 、 高 輝 度 、 及 び 長
寿 命 の 発 光 特 性 を 高 分 子 発 光 素 子 に お い て 期 待 し 難 い た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 最 近 、 高 分 子 多 層 薄 膜 の 製 造 に あ た っ て 多 様 な 機 能 を 有 す る 安 定 し た 多 層 薄 膜 を 製 造 し
よ う と す る 多 く の 努 力 が あ っ た 。 こ の う ち 、 特 に 正 孔 輸 送 層 薄 膜 を 作 っ た 後 に 発 光 層 を 蒸
着 す る 前 に 中 間 層 を 間 に 導 入 す る こ と に り 発 光 効 率 及 び 素 子 の 寿 命 を 向 上 さ せ る 例 が 報 告
さ れ て い る が 、 こ れ は 正 孔 と 電 子 の 非 均 一 性 に よ り 発 生 す る 余 分 の 電 子 と 正 孔 の 結 合 に よ
る 励 起 子 が 正 孔 輸 送 層 に 伝 達 さ れ て 発 生 す る 問 題 で あ る 励 起 子 の ク エ ン チ ン グ (ｑ ｕ ｅ ｎ
ｃ ｈ ｉ ｎ ｇ )と 発 光 層 の 劣 化 発 生 を 中 間 層 を 導 入 す る こ と に よ り 最 小 化 し た こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 中 間 層 は 、 図 １ に 示 さ れ た よ う に 正 孔 輸 送 層 と 発 光 層 に 比 べ て バ ン ド ギ ャ ッ プ が 大
き く て 正 孔 輸 送 材 料 を 構 造 内 に 含 み 、 Ｈ Ｏ Ｍ Ｏ 値 が 適 当 に 調 節 さ れ た た め に 正 孔 は バ リ ア
な し に 発 光 層 内 に 容 易 に 伝 達 さ れ る 、 と こ ろ が 、 Ｌ Ｕ Ｍ Ｏ 値 が 小 さ い た め に 余 分 の 電 子 と
励 起 子 が 正 孔 輸 送 層 に 伝 達 さ れ る 時 に バ リ ア の 役 割 を す る 。 す な わ ち 、 電 子 と 励 起 子 が 正
孔 輸 送 層 に 伝 え ら れ る 現 象 が 最 小 化 さ れ る の で 、 励 起 子 が 発 生 す る 再 結 合 領 域 が 発 光 層 内
に だ け 存 在 し 、 高 効 率 、 長 寿 命 の 素 子 製 作 が 可 能 に な る 。 中 間 層 材 料 に よ っ て 赤 色 、 緑 色
、 青 色 発 光 素 子 に そ れ ぞ れ 他 の 効 果 を 表 す が 、 特 に 青 色 発 光 素 子 の 場 合 、 中 間 層 を 使 用 す
る 場 合 が そ う で な い 場 合 よ り 二 倍 以 上 の 効 率 上 昇 と 寿 命 に お い て も １ ０ ,０ ０ ０ 万 時 間 帯
の 長 寿 命 の 素 子 製 作 が 可 能 で あ る と 報 告 さ れ て い る 。 (特 許 文 献 １ )
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 中 間 層 の 形 成 時 、 中 間 層 の 溶 媒 に 対 す る 溶 解 度 特 性 に よ っ て そ の 上 部 に 形 成 さ
れ る 発 光 層 の 形 成 時 に 利 用 可 能 な 溶 媒 が 限 定 さ れ て お り 、 薄 膜 厚 さ の 調 節 に お い て も 容 易
で な い 。 ま た 、 使 わ れ る 発 光 層 の 種 類 に よ っ て 中 間 層 の バ ン ド ギ ャ ッ プ と Ｌ Ｕ Ｍ Ｏ 、 Ｈ Ｏ
Ｍ Ｏ 値 を 調 節 す る た め に 高 分 子 鎖 内 の 構 造 を 変 更 し な け れ ば な ら な い た め 、 合 成 が 容 易 で
な く 調 節 に お い て も 限 界 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ５ ８ ， ５ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 技 術 的 課 題 は 、 正 孔 輸 送 層 と 発 光 層 と の 間 に 使 わ れ る 既 存 の
中 間 層 の 短 所 を 補 完 し て バ ン ド ギ ャ ッ プ と Ｌ Ｕ Ｍ Ｏ 、 Ｈ Ｏ Ｍ Ｏ 調 節 の た め の 分 子 設 計 が 容
易 で あ り 、 形 成 さ れ た 薄 膜 の 溶 媒 安 定 性 と 均 一 性 に 優 れ て 、 バ ッ フ ァ 層 の 厚 さ 調 節 に お い
て も 便 利 性 を 有 す る 中 間 層 形 成 物 質 と 、 こ れ を 用 い て 効 率 及 び 寿 命 特 性 が 向 上 し た 有 機 電
界 発 光 素 子 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 技 術 的 課 題 を 達 成 す る た め に 本 発 明 で は 、 下 記 化 学 式 １ で 表 さ れ る 有 機 電 界 発 光 素
子 用 の 中 間 層 形 成 物 質 を 提 供 す る 。
　
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　 前 記 式 中 、 Ａ は 、 正 孔 輸 送 能 力 を 有 し て い る ２ 価 な い し ４ 価 の ア ミ ン 誘 導 体 部 分 で あ り
、
　 Ｙ １ な い し Ｙ ４ は 、 互 い に 独 立 し て 架 橋 結 合 性 作 用 基 を 有 し て い る 基 で あ り 、
　 ａ お よ び ｂ は 、 互 い に 独 立 し て ０ ま た は １ で あ り 、 Ａ が ２ 価 部 分 で あ る 場 合 に は ａ お よ
び ｂ は 全 て ０ で あ り 、 Ａ が ３ 価 部 分 で あ る 場 合 に は ａ ま た は ｂ は ０ で あ り 、 Ａ が ４ 価 部 分
で あ る 場 合 に は ａ お よ び ｂ は 全 て １ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 技 術 的 課 題 は 、 一 対 の 電 極 間 に 有 機 膜 を 含 む 有 機 電 界 発 光 素 子 に お い て 、
前 記 有 機 膜 が 前 述 し た 中 間 層 形 成 物 質 ま た は そ の 架 橋 反 応 結 果 物 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
有 機 電 界 発 光 素 子 に よ っ て な さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 中 間 層 形 成 物 質 は 、 可 溶 性 に 優 れ て 薄 膜 形 成 が 容 易 で あ り 、 薄 膜 形 成 後 の 溶 媒
に 対 す る 安 定 性 に 優 れ か つ 容 易 に 多 様 な 厚 さ の 薄 膜 を 製 造 す る こ と が で き る 。 特 に 、 使 わ
れ た 正 孔 輸 送 材 料 の 特 性 に よ っ て 多 様 な バ ン ド ギ ャ ッ プ と Ｌ Ｕ Ｍ Ｏ 、 Ｈ Ｏ Ｍ Ｏ 値 の 調 節 が
容 易 で あ っ て 多 様 な 中 間 層 と し て の 特 性 を 期 待 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 中 間 層 形 成
物 質 を 用 い て 得 た 中 間 層 を 導 入 す れ ば 高 効 率 と 長 寿 命 の 有 機 電 界 発 光 素 子 を 製 作 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 下 記 化 学 式 １ で 表 さ れ る 中 間 層 形 成 物 質 を 提 供 し 、 前 記 中 間 層 形 成 物 質 は 薄
膜 化 が 容 易 で あ り 簡 単 な 方 法 に よ り 化 学 結 合 に よ る 架 橋 結 合 が 導 入 で き る 作 用 基 を 有 し て
い る 。
　
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 式 中 、 Ａ は 、 正 孔 輸 送 能 力 を 有 し て い る ２ 価 な い し ４ 価 の ア ミ ン 誘 導 体 部 分 で あ り
、
　 Ｙ １ な い し Ｙ ４ は 、 互 い に 独 立 し て 架 橋 結 合 性 作 用 基 を 有 し て い る 基 で あ り 、
　 ａ お よ び ｂ は 、 互 い に 独 立 し て ０ ま た は １ で あ り 、 Ａ が ２ 価 部 分 で あ る 場 合 に は ａ お よ
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び ｂ は 全 て ０ で あ り 、 Ａ が ３ 価 部 分 で あ る 場 合 に は ａ ま た は ｂ は ０ で あ り 、 Ａ が ４ 価 部 分
で あ る 場 合 に は ａ お よ び ｂ は 全 て １ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 化 学 式 １ に お い て Ａ は 下 記 化 学 式 ２ に 示 さ れ た ア ミ ン 誘 導 体 の う ち 一 つ で あ っ て 、
正 孔 輸 送 能 力 を 有 す る 。
　
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 式 中 、 Ｘ は 、 単 一 結 合 を 表 す か -(Ｃ Ｈ ２ )ｎ -、 こ こ で ｎ は １ ま た は ２ の 整 数 、 -Ｃ (
Ｒ １ )(Ｒ ２ )-、 -Ｃ Ｈ ＝ Ｃ Ｈ -、 -Ｓ -、 -Ｏ -ま た は -Ｓ ｉ (Ｒ １ )(Ｒ ２ )-で あ り 、 Ｒ １ 及 び Ｒ

２ は 、 互 い に 独 立 し て 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 １ -１ ２ の 直 鎖 状 ま た は 分 枝 状 ア ル キ ル
基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ３ -１ ２ の シ ク ロ ア ル キ ル 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数
５ -１ ４ の ア リ ー ル 基 、 ま た は 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ２ -１ ４ の ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 で あ
り 、
　 Ａ ｒ １ な い し Ａ ｒ ４ は 、 互 い に 独 立 し て 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 １ -１ ２ の 直 鎖 状 ま
た は 分 枝 状 ア ル キ レ ン 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ３ -１ ２ の シ ク ロ ア ル キ レ ン 基 、 置
換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ５ -１ ４ の ア リ ー レ ン 基 、 ま た は 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ２ -１
４ の ヘ テ ロ ア リ ー レ ン 基 で あ り 、
　 Ｂ は 、 水 素 、 炭 素 数 １ -１ ２ の 直 鎖 状 ま た は 分 枝 状 ア ル キ ル 基 、 炭 素 数 ３ -１ ２ の シ ク ロ
ア ル キ ル 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ５ -１ ４ の ア リ ー ル 基 、 ま た は 置 換 ま た は 非 置 換
の 炭 素 数 ２ -１ ４ の ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 化 学 式 ２ で 表 さ れ る グ ル ー プ は 下 記 化 学 式 ６ で 表 さ れ る グ ル ー プ で あ る こ と が 望 ま
し い 。
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 式 中 、 Ｒ 、 Ｒ ’ 、 Ｒ ’ ’ 、 Ｒ ’ ’ ’ 及 び Ｒ ’ ’ ’ ’ は 、 一 置 換 ま た は 多 置 換 さ れ た
作 用 基 で あ っ て 、 互 い に 独 立 し て 水 素 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 １ -１ ２ の 直 鎖 状 ま た
は 分 枝 状 ア ル キ ル 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ３ -１ ２ の シ ク ロ ア ル キ ル 基 、 置 換 ま た
は 非 置 換 の 炭 素 数 ５ -１ ４ の ア リ ー ル 基 、 ま た は 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ２ -１ ４ の ヘ テ
ロ ア リ ー ル 基 を 表 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 化 学 式 １ に お い て Ｙ １ ～ Ｙ ４ は 水 素 ま た は 下 記 化 学 式 ３ で 表 さ れ る グ ル ー プ の う ち
か ら 選 択 さ れ る 。
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【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 式 中 、 Ｒ １ は 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 １ -１ ２ の 直 鎖 状 ま た は 分 枝 状 ア ル キ レ
ン 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ３ -１ ２ の シ ク ロ ア ル キ レ ン 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭
素 数 ６ -１ ４ の ア リ ー レ ン 基 、 置 換 ま た は 非 置 換 の 炭 素 数 ２ -１ ４ の ヘ テ ロ ア リ ー レ ン 基 、
-Ｏ -Ｃ (＝ Ｏ ) -(Ｃ Ｈ ２ )ｎ -、 ま た は -(Ｃ Ｈ ２ )ｎ -Ｏ - (ｎ は １ な い し １ ２ の 整 数 で あ る )
で あ り 、
　 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ は 、 互 い に 独 立 し て 水 素 、 Ｃ ｌ 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 炭 素 数 １ な い し １ ２
の ア ル キ ル 基 、 炭 素 数 １ な い し １ ２ の ア ル コ キ シ 基 、 炭 素 数 １ な い し １ ２ の ヒ ド ロ キ シ ア
ル キ ル 基 、 炭 素 数 ６ な い し １ ４ の ア リ ー ル 基 、 ま た は 炭 素 数 ２ な い し １ ４ の ヘ テ ロ ア リ ー
ル 基 を 表 し 、
　 Ｒ ５ は 、 水 素 、 炭 素 数 １ な い し １ ２ の ア ル キ ル 基 、 炭 素 数 １ な い し １ ２ の ア ル コ キ シ 基
、 炭 素 数 ６ な い し １ ４ の ア リ ー ル 基 、 ま た は 炭 素 数 ２ な い し １ ４ の ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 表
す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 化 学 式 に お い て 、 置 換 基 と し て フ ッ 素 の よ う な ハ ロ ゲ ン 原 子 、 -Ｓ ｉ (Ｒ １ )( Ｒ ２ )
( Ｒ ３ )、 炭 素 数 １ -１ ２ の ア ル コ キ シ 基 、 -Ｎ (Ｒ １ )( Ｒ ２ )( Ｒ ３ )( Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３

は 互 い に 独 立 し て 水 素 、 炭 素 数 １ -１ ２ の ア ル キ ル 基 ま た は 炭 素 数 １ -１ ２ の ア ル コ キ シ 基
で あ る )な ど が 使 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 化 学 式 １ の 中 間 層 形 成 物 質 は 正 孔 輸 送 材 料 の ア ミ ン 誘 導 体 Ａ を 中 心 分 子 構 造 と し て
架 橋 結 合 可 能 な 化 学 式 ３ で 表 さ れ る グ ル ー プ の う ち 一 つ 以 上 を 導 入 す る こ と に よ っ て 可 溶
性 に 優 れ 、 薄 膜 形 成 能 力 と 薄 膜 形 成 後 の 溶 媒 に 対 す る 安 定 性 に 優 れ る だ け で な く 、 容 易 に
多 様 な 厚 さ の 薄 膜 が 製 造 で き る 。 特 に 、 Ａ の 特 性 に よ っ て 多 様 な バ ン ド ギ ャ ッ プ と Ｌ Ｕ Ｍ
Ｏ 、 Ｈ Ｏ Ｍ Ｏ 値 の 調 節 が 容 易 で あ る の で 、 多 様 な 中 間 層 と し て の 特 性 を 期 待 す る こ と が で
き る 。 す な わ ち 、 前 述 し た 中 間 層 材 料 に 導 入 し て 高 効 率 と 長 寿 命 の 有 機 電 界 発 光 素 子 の 具
現 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 素 子 用 の 中 間 層 形 成 物 質 は 特 に 下 記 化 学 式 ４ ま た は ５ で 表 さ れ る
化 合 物 で あ る こ と が 望 ま し い 。
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【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 素 子 は 、 前 記 中 間 層 形 成 物 質 を 用 い て 正 孔 輸 送 層 と 発 光 層 と の 間
に 中 間 層 を 形 成 し て 製 作 さ れ る 。 こ の 時 、 こ の よ う な 有 機 電 界 発 光 素 子 は 一 般 的 に 知 ら れ
た ア ノ ー ド ／ 正 孔 輸 送 層 ／ 中 間 層 ／ 発 光 層 ／ カ ソ ー ド 、 ア ノ ー ド ／ バ ッ フ ァ 層 ／ 正 孔 輸 送
層 ／ 中 間 層 ／ 発 光 層 ／ カ ソ ー ド 、 ア ノ ー ド ／ バ ッ フ ァ 層 ／ 正 孔 輸 送 層 ／ 中 間 層 ／ 発 光 層 ／
電 子 輸 送 層 ／ カ ソ ー ド 、 ア ノ ー ド ／ バ ッ フ ァ 層 ／ 正 孔 輸 送 層 ／ 中 間 層 ／ 発 光 層 ／ 正 孔 遮 断
層 ／ カ ソ ー ド な ど の 構 造 で 形 成 で き る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 素 子 は 、 特 別 な 装 置 や 方 法 を 必 要 と す る こ と な く 、 通 常 の 有 機 物
を 用 い た 有 機 電 界 発 光 素 子 の 製 作 方 法 に よ っ て 製 作 さ れ う る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 有 機 電 界 発 光 素 子 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま ず 、 基 板 １ ０ 上 に ア ノ ー ド 電 極 用 物 質 を コ ー テ ィ ン グ し て ア ノ ー ド １ １ を 形 成 す る 。
こ こ で 基 板 と し て は 一 般 的 な 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で 使 わ れ る 基 板 を 使 う が 、 透 明 性 、 表 面 平 滑 性
、 取 扱 い 容 易 性 及 び 防 水 性 に 優 れ た ガ ラ ス 基 板 ま た は ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト (Ｐ Ｅ
Ｔ )、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ イ ミ ド の よ う な 軟 質 物 質 か ら な る 透 明 プ ラ ス チ ッ ク 基 板 が
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望 ま し い 。 そ し て 、 ア ノ ー ド 電 極 用 物 質 と し て は 透 明 で 、 か つ 伝 導 性 に 優 れ た 酸 化 イ ン ジ
ウ ム 錫 (Ｉ Ｔ Ｏ )、 酸 化 イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 (Ｉ Ｚ Ｏ )、 酸 化 錫 (Ｓ ｎ Ｏ ２ )、 酸 化 亜 鉛 (Ｚ ｎ Ｏ )、
こ れ ら の 混 合 物 な ど を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 ア ノ ー ド １ １ の 上 部 に 正 孔 輸 送 層 形 成 材 料 で あ る 正 孔 伝 達 物 質 を 用 い て 真 空 蒸 着 ま
た は ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ し て 正 孔 輸 送 層 (Ｈ Ｔ Ｌ )１ ２ を 形 成 す る 。 前 記 正 孔 輸 送 層 の 形 成
時 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 後 に ベ ー キ ン グ 過 程 を 行 っ て も 良 い 。 こ こ で ベ ー キ ン グ 処 理 温 度
は 正 孔 輸 送 層 の 形 成 材 料 に よ っ て 可 変 的 で あ る 。 前 記 正 孔 輸 送 層 の 素 材 と し て は 一 般 的 に
使 わ れ る 物 質 が 使 わ れ 、 望 ま し く は 、 ポ リ ト リ フ ェ ニ ル ア ミ ン が 使 わ れ る が 、 こ れ に 限 定
さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 ア ノ ー ド １ １ と Ｈ Ｔ Ｌ １ ２ と の 間 に は バ ッ フ ァ 層 (図 示 せ ず )を 選 択 的 に 形 成 し う る
。 こ の 時 、 前 記 バ ッ フ ァ 層 の 素 材 と し て は 一 般 的 に 使 わ れ る 物 質 が 使 用 で き 、 望 ま し く は
、 Ｃ ｕ Ｐ ｃ 、 ｍ -Ｍ Ｔ Ｄ Ａ Ｔ Ａ 、 ポ リ チ オ フ ェ ン 、 ポ リ ア ニ リ ン 、 ポ リ ア セ チ レ ン 、 ポ リ
ピ ロ ー ル 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン ビ ニ レ ン 、 ま た は こ れ ら の 誘 導 体 が 使 わ れ る が 、 こ れ に 限 定 さ
れ な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 い で 、 前 記 Ｈ Ｔ Ｌ １ ２ の 上 部 に 中 間 層 形 成 用 組 成 物 を ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ し 、 光 ま た
は 熱 を 加 え て 架 橋 反 応 を 実 施 し て 中 間 層 １ ３ を 形 成 す る 。 中 間 層 の 厚 さ は １ ０ な い し ３ ０
ｎ ｍ で あ る こ と が 望 ま し い 。 前 記 光 の 非 制 限 的 な 例 と し て Ｕ Ｖ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 中 間 層 形 成 用 組 成 物 は 、 化 学 式 １ で 表 さ れ る 中 間 層 形 成 物 質 、 溶 媒 で 構 成 さ れ 、 前
記 溶 媒 と し て は シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン 、 ト ル エ ン 、 キ シ レ ン な ど を 用 い 、 前 記 溶 媒 と 中 間 層 形
成 物 質 の 混 合 重 量 比 は １ ０ ０ :１ な い し １ ０ ０ :２ で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 い で 、 前 記 中 間 層 上 部 に 発 光 層 (Ｅ Ｍ Ｌ )１ ４ が 導 入 さ れ 、 発 光 層 材 料 は 特 別 に 制 限 さ
れ な い が 、 非 制 限 的 な 例 と し て ポ リ フ ル オ レ ン 系 化 合 物 、 ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン 系 な ど が 挙
げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 Ｅ Ｍ Ｌ １ ４ の 形 成 方 法 は Ｅ Ｍ Ｌ 材 料 に よ っ て 変 わ り 、 例 え ば 真 空 蒸 着 法 が 使 わ れ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 Ｅ Ｍ Ｌ １ ４ 上 に 正 孔 遮 断 層 物 質 を 蒸 着 し て 正 孔 遮 断 層 (Ｈ Ｂ Ｌ )１ ５ を 選 択 的 に 形 成
す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 Ｈ Ｂ Ｌ １ ５ の 素 材 と し て は 一 般 的 に 使 わ れ る 物 質 が 使 わ れ 、 望 ま し く は Ｌ ｉ Ｆ 、 Ｂ
ａ Ｆ ２ 、 Ｍ ｇ Ｆ ２ な ど が 使 わ れ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 Ｈ Ｂ Ｌ １ ５ の 上 部 に 電 子 輸 送 層 物 質 を 用 い て 電 子 輸 送 層 (Ｅ Ｔ Ｌ )１ ６ を 形 成 す る 。
こ こ で 電 子 輸 送 層 物 質 と し て は 一 般 的 に 使 わ れ る 物 質 が 使 わ れ る が 、 望 ま し く は ポ リ オ キ
サ ジ ア ゾ ー ル が 使 わ れ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 Ｅ Ｔ Ｌ １ ６ の 上 部 に カ ソ ー ド 形 成 用 金 属 を 真 空 蒸 着 し て カ ソ ー ド １ ７ を 形 成 す る こ
と に よ っ て 有 機 電 界 発 光 素 子 が 完 成 す る 。 こ こ で カ ソ ー ド 形 成 用 金 属 と し て は リ チ ウ ム (
Ｌ ｉ )、 マ グ ネ シ ウ ム (Ｍ ｇ )、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 、 ア ル ミ ニ ウ ム － リ チ ウ ム （ Ａ ｌ －
Ｌ ｉ ） 、 カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ ） 、 マ グ ネ シ ウ ム － イ ン ジ ウ ム （ Ｍ ｇ － Ｉ ｎ ） 、 マ グ ネ シ ウ ム
－ 銀 （ Ｍ ｇ － Ａ ｇ ） な ど が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 、 実 施 例 を 通 じ て 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 下 記 の 実 施 例 は 単 に 説 明 の
目 的 の た め の も の で あ っ て 、 本 発 明 を 制 限 す る た め の も の で は な い 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　
　 図 ３ 及 び ４ は 、 合 成 例 １ と ２ に よ る 青 色 電 界 発 光 化 合 物 の 合 成 方 法 を 概 略 的 に 示 し た も
の で あ る 。 下 記 で さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　
　 Ｎ ’ － ジ フ ェ ニ ル ベ ン ジ ジ ン (７ ｇ ， ２ ０ .８ ｍ ｍ ｏ ｌ )と ４ － ヨ ー ド ナ フ タ レ ン (２ ２ .
２ ５ ｇ ， ８ ７ .６ ｍ ｍ ｏ ｌ )を ２ -ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン １ ０ ０ ｍ Ｌ に 溶 解 し た 後 、 銅 (１ ４ ｇ ，
２ １ ８ .８ ｍ ｍ ｏ ｌ )、 Ｋ ２ Ｃ Ｏ ３ (３ ０ ｇ ， ２ １ ７ .１ ｍ ｍ ｏ ｌ )、 そ し て １ ８ － ク ラ ウ ン
エ ー テ ル － ６ (２ ０ ０ ｍ ｇ )を 常 温 で 添 加 し た 。 こ れ を １ ８ ０ ～ １ ９ ０ o Ｃ  ま で 加 熱 し て １
４ 時 間 反 応 さ せ た 。 反 応 が 完 了 し た 後 、 こ れ を 濾 過 し て 無 機 塩 を 除 去 し 、 こ れ を 濃 縮 し て
ｎ － ヘ キ サ ン を 展 開 液 と し て 使 っ て シ リ カ ゲ ル カ ラ ム を 通 過 さ せ た 。 得 た 生 成 物 の 量 は ８
.２ ｇ で あ り 、 生 成 化 合 物 の 構 造 は １ Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ を 通 じ て 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　
　 Ｄ Ｍ Ｆ (２ .６ ３ ｍ Ｌ ， ３ ３ .９ ８ ｍ ｍ ｏ ｌ )を 氷 で 冷 却 し た 後 、 Ｐ Ｏ Ｃ ｌ ３ (３ .１ ６ ７ ｍ
Ｌ ， ３ ３ .９ ８ ｍ ｍ ｏ ｌ )を ゆ っ く り 添 加 し た 。 こ こ に １ ， ２ -ジ ク ロ ロ エ タ ン ６ ０ ｍ Ｌ に
溶 か し た 化 合 物 (Ａ ） (１ ０ ｇ ， １ ６ .９ ９ ｍ ｍ ｏ ｌ )を 添 加 し て こ れ を ６ ０ o Ｃ で ５ 時 間 反
応 さ せ た 。 冷 却 し た 反 応 物 を 水 に 添 加 し 、 こ れ を エ チ ル ア セ テ ー ト で 抽 出 し て 濃 縮 し た 。
濃 縮 し た 反 応 物 を ｎ － ヘ キ サ ン と エ チ ル ア セ テ ー ト (８ :１ 体 積 比 )と を 展 開 液 と し て 使 っ
て シ リ カ ゲ ル カ ラ ム を 通 過 さ せ て ６ ｇ の 生 成 物 を 得 た 。 生 成 化 合 物 の 構 造 は １ Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ
を 通 じ て 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　
　 Ｔ Ｈ Ｆ １ ０ ０ ｍ Ｌ に 溶 か し た 化 合 物 (２ )(６ g， ９ .３ ｍ ｍ ｏ ｌ )に 水 ５ ｍ Ｌ に 溶 か し た Ｎ
ａ Ｂ Ｈ ４ (３ .９ ４ ｇ ， １ ０ ４ ｍ ｍ ｏ ｌ )を 常 温 で 添 加 し た 。 反 応 物 を 常 温 で ２ 時 間 反 応 さ
せ た 後 に 水 を 添 加 し た 。 反 応 物 を エ チ ル ア セ テ ー ト で 抽 出 し て 濃 縮 後 、 ｎ － ヘ キ サ ン と エ
チ ル ア セ テ ー ト (１ :１ 体 積 比 )と を 展 開 液 と し て 使 っ て シ リ カ ゲ ル カ ラ ム を 通 過 さ せ て ５ .
７ ｇ の 生 成 物 を 得 た 。 生 成 化 合 物 の 構 造 は １ Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ を 通 じ て 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　
　 窒 素 ガ ス 雰 囲 気 下 で 化 合 物 (Ｃ )１ ｇ (０ .０ ０ １ ５ ｍ ｏ ｌ )を Ｔ Ｈ Ｆ １ ０ ｍ Ｌ に 溶 か し た
後 に 反 応 混 合 物 の 温 度 を ０ ℃ に 下 げ た 。 反 応 混 合 物 に ト リ エ チ ル ア ミ ン ０ .５ ９ ｇ (０ .０
０ ５ ｍ ｏ ｌ )を 加 え て １ 時 間 攪 拌 し た 後 、 ０ ℃ で ク マ リ ン － オ キ シ ヘ キ シ ル ク ロ ラ イ ド １ .
５ ６ ｇ (０ .０ ０ ３ ６ ｍ ｏ ｌ )を 入 れ て 温 度 を 常 温 ま で 上 げ た 。 次 い で 、 前 記 反 応 混 合 物 を
一 日 間 攪 拌 し た 。 反 応 混 合 物 を エ ー テ ル を 用 い て 抽 出 し て Ｍ ｇ Ｓ Ｏ ４ で 乾 燥 後 、 濾 過 し 、
溶 媒 を 除 去 し た 。 こ の 結 果 物 を カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ を 用 い て 精 製 し て 純 粋 な 化 学 式 ４
の 化 合 物 を 得 た 。 生 成 化 合 物 の 構 造 は １ Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ を 通 じ て 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　
　
　 Ｎ '－ ジ フ ェ ニ ル － １ ， ４ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン (１ ２ .５ ｇ ， ４ ８ ｍ ｍ ｏ ｌ )と ４ -ヨ ー
ド ベ ン ゼ ン (１ ６ .１ ｍ Ｌ ， １ ４ ４ ｍ ｍ ｏ ｌ )を ２ -ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン １ ８ ０ ｍ Ｌ に 溶 か し た
後 、 こ こ に 銅 (１ ４ ｇ ， ２ １ ８ .８ ｍ ｍ ｏ ｌ )、 Ｋ ２ Ｃ Ｏ ３ (３ ０ ｇ ， ２ １ ７ .１ ｍ ｍ ｏ ｌ )及
び １ ８ － ク ラ ウ ン エ ー テ ル － ６ (２ ０ ０ ｍ ｇ )を 常 温 で 添 加 し た 。 反 応 混 合 物 を １ ８ ０ ～ １
９ ０ o Ｃ ま で 加 熱 し て １ ４ 時 間 反 応 さ せ た 。 反 応 が 完 了 し た 後 、 反 応 混 合 物 を 濾 過 し て 無
機 塩 を 除 去 し 、 こ れ を 濃 縮 し て ｎ － ヘ キ サ ン を 展 開 液 と し て 使 っ て シ リ カ ゲ ル カ ラ ム を 通
過 さ せ た 。 こ の よ う に 得 た 生 成 物 の 量 は １ .２ ４ ｇ で あ り 、 生 成 化 合 物 の 構 造 は １ Ｈ － Ｎ
Ｍ Ｒ を 通 じ て 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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合 成 例 １ :化 学 式 ４ の 化 合 物 の 合 成

１ )化 合 物 (Ａ ） の 製 造

２ )化 合 物 (Ｂ ） の 製 造

３ )化 合 物 (Ｃ ） の 製 造

４ )化 学 式 ４ の 化 合 物 の 製 造

合 成 例 ２ :化 学 式 ５ の 化 合 物 の 合 成
１ )化 合 物 (Ｄ ） の 製 造



　
　 Ｄ Ｍ Ｆ (２ .６ ３ ｍ Ｌ ， ３ ３ .９ ８ ｍ ｍ ｏ ｌ )を 氷 で 冷 却 し た 後 に Ｐ Ｏ Ｃ ｌ ３ (３ .１ ６ ７ ｍ
Ｌ ， ３ ３ .９ ８ ｍ ｍ ｏ ｌ )を ゆ っ く り 添 加 し た 。 こ こ に １ ， ２ － ジ ク ロ ロ エ タ ン １ ０ ｍ Ｌ に
溶 か し た 化 合 物 (Ｄ )(１ .２ ４ ｇ ， ３ ｍ ｍ ｏ ｌ )を 添 加 し て こ れ を ６ ０ o Ｃ で ６ 時 間 反 応 さ せ
た 。 冷 却 し た 反 応 物 を 水 に 添 加 し 、 こ れ を エ チ ル ア セ テ ー ト で 抽 出 し て 濃 縮 し た 。 濃 縮 し
た 反 応 物 を ｎ － ヘ キ サ ン と エ チ ル ア セ テ ー ト (８ :１ 体 積 比 )と を 展 開 液 と し て 使 っ て シ リ
カ ゲ ル カ ラ ム を 通 過 さ せ て ０ .０ ９ ３ ｇ の 生 成 物 を 得 た 。 生 成 化 合 物 の 構 造 は １ Ｈ － Ｎ Ｍ
Ｒ を 通 じ て 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　
　 Ｔ Ｈ Ｆ １ ｍ Ｌ に 溶 か し た 化 合 物 (Ｅ )(０ .０ ９ ３ ｇ ， ０ .１ ７ ８ ｍ ｍ ｏ ｌ )に 水 ０ .０ ８ ｍ
Ｌ に 溶 か し た Ｎ ａ Ｂ Ｈ ４ (０ .１ ２ ８ ｇ ， ３ .３ ９ ｍ ｍ ｏ ｌ )を 常 温 で 添 加 し た 。 反 応 物 を 常
温 で ３ ０ 分 間 反 応 後 に 水 を 添 加 し た 。 反 応 物 を エ チ ル ア セ テ ー ト で 抽 出 し て 濃 縮 後 、 ｎ －
ヘ キ サ ン と エ チ ル ア セ テ ー ト １ １ と を 展 開 液 と し て 使 っ て シ リ カ ゲ ル カ ラ ム を 通 過 さ せ て
０ .０ ７ ５ ｇ の 生 成 物 を 得 た 。 生 成 化 合 物 の 構 造 は １ Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ を 通 じ て 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　
　 化 合 物 (Ｆ )０ .９ ３ ｇ (０ .１ ７ ８ ｍ ｍ ｏ ｌ )と Ｅ ｔ ３ Ｎ ０ .０ ９ ９ ｍ Ｌ (０ .７ １ ５ ｍ ｍ ｏ
ｌ )を メ チ レ ン ク ロ ラ イ ド に 溶 か し た 後 、 シ ン ナ モ イ ル ク ロ ラ イ ド  (０ .０ ９ ４ ｇ ， ０ .５
７ ｍ ｍ ｏ ｌ )を 常 温 で ゆ っ く り 添 加 し た 。 前 記 反 応 物 を 常 温 で ２ 時 間 放 置 し た 後 に 水 に 添
加 し 、 こ れ を エ チ ル ア セ テ ー ト で 抽 出 し て 濃 縮 し た 後 に 濃 縮 し た 反 応 物 を ｎ － ヘ キ サ ン と
エ チ ル ア セ テ ー ト (８ :１ 体 積 比 )と を 展 開 液 と し て 使 っ て シ リ カ ゲ ル カ ラ ム を 通 過 さ せ て
０ .０ ８ ３ ｇ の 生 成 物 を 得 た 。 生 成 化 合 物 の 構 造 は １ Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ を 通 じ て 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 前 記 合 成 例 １ 及 び ２ に よ っ て 得 ら れ た 化 学 式 ４ 及 び ５ の 化 合 物 の 光 学 的 特 性 を 次 の 通 り
評 価 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 前 記 合 成 例 １ に お い て 化 学 式 ４ の 化 合 物 を シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン に 溶 解 さ せ て 、 そ の 溶 液 を
石 英 基 板 上 に ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 方 法 で 塗 布 し て 薄 膜 を 形 成 し た 後 、 Ｕ Ｖ -可 視 光 線 吸 収
ス ペ ク ト ル  (図 ５ )を 測 定 し た 。 そ の 結 果 、 化 学 式 ４ の 化 合 物 の 最 大 Ｕ Ｖ － Ｖ ｉ ｓ 吸 収 ピ
ー ク の 位 置 は 、 ほ ぼ 同 じ 大 き さ の 特 性 的 な ピ ー ク が そ れ ぞ れ ２ ８ ０ ｎ ｍ と ３ ３ ０ ｎ ｍ と で
現 れ た 。 光 に よ る 架 橋 が 起 き て い る か を 確 認 す る た め に 準 備 さ れ た 薄 膜 に Ｕ Ｖ を 照 射 し て
時 間 別 に Ｕ Ｖ -可 視 光 線 吸 収 ス ペ ク ト ル を 測 定 し た (図 ６ )。 時 間 の 経 過 に よ っ て ３ ３ ０ ｎ
ｍ 位 置 に あ る ピ ー ク の 大 き さ が 減 る こ と が 確 認 さ れ 、 こ れ は 化 学 式 ４ の 化 合 物 に 含 ま れ て
い る 光 架 橋 結 合 性 成 分 が 光 に 反 応 し て 架 橋 が 起 こ る こ と を 表 す 。 ま た 、 化 学 式 ６ の 化 合 物
に お い て も 同 じ 方 法 に よ り 架 橋 現 象 が 起 こ る こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
［ 実 施 例 １ ］
　 前 記 合 成 例 ２ で 合 成 さ れ た 化 学 式 ５ の 化 合 物 を 用 い て 次 の 通 り 電 界 発 光 素 子 を 製 作 し た
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま ず 、 Ｉ Ｔ Ｏ を ガ ラ ス 基 板 上 に コ ー テ ィ ン グ し た 透 明 電 極 基 板 を き れ い に 洗 浄 し た 後 、
Ｉ Ｔ Ｏ を 感 光 性 樹 脂 と エ ッ チ ッ グ 液 と を 用 い て 所 望 の 形 状 に パ タ ー ニ ン グ し 、 さ ら に 洗 浄
し て ア ノ ー ド を 形 成 し た 。 前 記 ア ノ ー ド の 上 部 に Ｐ Ｅ Ｄ Ｏ Ｔ (ｐ ｏ ｌ ｙ (ｓ ｔ ｙ ｒ ｅ ｎ ｅ 　
ｓ ｕ ｌ ｆ ｏ ｎ ａ ｔ ｅ )－ ｄ ｏ ｐ ｅ ｄ 　 ｐ ｏ ｌ ｙ (３ ， ４ － ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ ｄ ｉ ｏ ｘ ｙ 　 ｔ
ｈ ｉ ｏ ｐ ｈ ｅ ｎ ｅ :Ｂ ａ ｙ ｅ ｒ 社 の Ｂ ａ ｔ ｒ ｏ ｎ 　 Ｐ ４ ０ ８ ３ )を 約 ５ ０ ０ Å の 厚 さ に コ ー
テ ィ ン グ し た 後 、 １ １ ０ ℃ で 約 １ ０ 分 間 ベ ー キ ン グ し て 正 孔 輸 送 層 を 形 成 し た 。 次 に 、 化
学 式 ５ の 化 合 物 ０ .０ １ 重 量 部 を シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン １ 重 量 部 に 溶 か し て ス ピ ン コ ー テ ィ ン
グ し 、 こ れ を Ｕ Ｖ 照 射 し て 架 橋 結 合 さ せ て 中 間 層 を 形 成 し た 。 前 記 中 間 層 の 上 部 に ポ リ フ
ル オ レ ン ０ .０ １ 重 量 部 を ク ロ ロ ベ ン ゼ ン １ 重 量 部 に 溶 解 し て 得 た 発 光 層 形 成 用 溶 液 を 前
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２ )化 合 物 (Ｅ )の 製 造

３ )化 合 物 (Ｆ ） の 製 造

４ )化 学 式 ５ の 化 合 物 の 製 造



記 バ ッ フ ァ 層 上 に ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ し 、 ベ ー キ ン グ 処 理 後 に 真 空 オ ー ブ ン 内 で 溶 媒 を 完
全 に 除 去 し て 発 光 層 を 形 成 さ せ た 。 こ の 時 、 前 記 発 光 層 形 成 用 溶 液 は ０ .２ μ mフ ィ ル タ で
濾 過 し た 後 に ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ に 使 わ れ 、 膜 厚 さ は 前 記 溶 液 の 濃 度 と ス ピ ン 速 度 を 調 節
す る こ と に よ っ て 約 ８ ０ ０ Å の 範 囲 に な る よ う に 調 節 さ れ た 。 次 い で 、 前 記 発 光 層 上 に 真
空 蒸 着 器 を 用 い て 真 空 度 を ４ × １ ０ - ６ ｔ ｏ ｒ ｒ 以 下 に 維 持 し つ つ Ｃ ａ と Ａ ｌ を 順 次 に 蒸
着 し て カ ソ ー ド を 形 成 し た 。 蒸 着 時 、 膜 厚 さ 及 び 膜 の 成 長 速 度 は ク リ ス タ ル セ ン サ ー を 用
い て 調 節 し た 。 こ の よ う に 製 作 さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 は 単 層 型 素 子 で あ っ て 、 発 光 面 積 は ６ ｍ ｍ
２ で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
［ 実 施 例 ２ ］
　 中 間 層 形 成 時 、 化 学 式 ５ の 化 合 物 の 代 わ り に 化 学 式 ４ の 化 合 物 を 用 い た こ と を 除 い て は
、 実 施 例 １ と 同 じ 方 法 に よ っ て 実 施 し て 有 機 電 界 発 光 素 子 を 製 作 し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
［ 比 較 例 １ ］
　 中 間 層 を 形 成 し な い こ と を 除 い て は 、 実 施 例 １ と 同 じ 方 法 に よ っ て 実 施 し て 有 機 電 界 発
光 素 子 を 製 作 し た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 前 記 実 施 例 １ 及 び ２ に お い て 製 作 さ れ た 電 界 発 光 素 子 は 典 型 的 な 整 流 ダ イ オ ー ド 特 性 を
示 し 、 駆 動 電 圧 は 直 流 電 圧 で 順 方 向 バ イ ア ス 電 圧 を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 例 １ 及 び 比 較 例 １ の 電 界 発 光 素 子 の 効 率 及 び 寿 命 特 性 を 測 定 し 、 そ の 結
果 は そ れ ぞ れ 図 ７ 及 び ８ に 示 し た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ７ 及 び ８ を 参 照 す れ ば 、 実 施 例 １ の 電 界 発 光 素 子 は 比 較 例 １ の 場 合 と 比 較 し て 効 率 と
寿 命 特 性 が 全 て 改 善 さ れ た こ と が わ か っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 の 中 間 層 形 成 物 質 は 、 有 機 電 界 発 光 素 子 の 中 間 層 形 成 材 料 と し て 使 わ れ て 有 機 電
界 発 光 素 子 の 効 率 及 び 寿 命 特 性 を 向 上 さ せ う る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な 有 機 電 界 発 光 素 子 に お い て 、 中 間 層 の 役 割 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 電 界 発 光 素 子 の 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 断 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 合 成 例 １ で 合 成 さ れ た 化 学 式 ４ の 化 合 物 の 合 成 ス キ ー ム を 概 略 的 に 示 し
た 図 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 合 成 例 ２ で 合 成 さ れ た 化 学 式 ５ の 化 合 物 の 合 成 ス キ ー ム を 概 略 的 に 示 し
た 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 合 成 例 １ で 合 成 さ れ た 化 学 式 ４ の 化 合 物 の Ｕ Ｖ － Ｖ ｉ ｓ ス ペ ク ト ル で あ
る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 合 成 例 ２ で 合 成 さ れ た 化 学 式 ５ の 化 合 物 の Ｕ Ｖ 照 射 時 間 に よ る 吸 光 度 変
化 を 示 し た Ｕ Ｖ － Ｖ ｉ ｓ ス ペ ク ト ル で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ 及 び 比 較 例 １ で 製 作 さ れ た 有 機 電 界 発 光 素 子 の 電 圧 対 効 率 グ ラ
フ で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ 及 び 比 較 例 １ で 製 作 さ れ た 有 機 電 界 発 光 素 子 の 寿 命 グ ラ フ で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 １ ０ 　 　 基 板
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　 １ １ 　 　 ア ノ ー ド
　 １ ２ 　 　 正 孔 輸 送 層
　 １ ３ 　 　 中 間 層
　 １ ４ 　 　 発 光 層
　 １ ５ 　 　 正 孔 遮 断 層
　 １ ６ 　 　 電 子 輸 送 層
　 １ ７ 　 　 カ ソ ー ド

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(17) JP 2005-183404 A 2005.7.7



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/28    　　　　          　　　　　

(72)発明者  李　垂炯
            大韓民国京畿道水原市靈通區靈通洞９５５－１番地　凰谷マウル住公アパート１４９棟１１０２號
(72)発明者  柳　利烈
            大韓民国大田廣域市儒城區田民洞４６２－５番地　世宗アパート１１０棟３０４號
(72)発明者  李　恩慶
            大韓民国ソウル特別市江西區加陽洞１４－３番地　宇成アパート１０２棟１３０４號
(72)発明者  盧　泰用
            大韓民国京畿道軍浦市山本洞１１４６番地　率居アパート７２３棟１６０１號
Ｆターム(参考) 3K007 AB03  AB11  AB18  CB01  DB03  FA01 
　　　　 　　  4C062 EE23 
　　　　 　　  4H006 AA01  AA03  AB92  BJ50  BT12  BU46 

(18) JP 2005-183404 A 2005.7.7



专利名称(译) 用于有机电致发光器件的层间形成材料和使用其的有机电致发光器件

公开(公告)号 JP2005183404A 公开(公告)日 2005-07-07

申请号 JP2004372094 申请日 2004-12-22

[标]申请(专利权)人(译) 三星斯笛爱股份有限公司

申请(专利权)人(译) 三星エスディアイ株式会社

[标]发明人 李垂炯
柳利烈
李恩慶
盧泰用

发明人 李 垂炯
柳 利烈
李 恩慶
盧 泰用

IPC分类号 H01L51/50 C07C219/32 C07D311/16 C09K11/00 C09K11/06 H01L51/00 H05B33/12 H05B33/14 
H05B33/18 H05B33/20 H05B33/22 H05B33/28

CPC分类号 H01L51/0035 H01L51/0037 H01L51/0039 H01L51/0059 H01L51/006 H01L51/5096 H01L2251/308 
Y10S428/917

FI分类号 H05B33/22.D H05B33/22.B C07C219/32 C07D311/16.CSP H05B33/14.A H05B33/28

F-TERM分类号 3K007/AB03 3K007/AB11 3K007/AB18 3K007/CB01 3K007/DB03 3K007/FA01 4C062/EE23 4H006
/AA01 4H006/AA03 4H006/AB92 4H006/BJ50 4H006/BT12 4H006/BU46 3K107/AA01 3K107/BB01 
3K107/CC03 3K107/CC21 3K107/CC22 3K107/DD22 3K107/DD46 3K107/DD46X 3K107/DD72 3K107
/DD74 3K107/DD79 3K107/DD80 3K107/DD84

代理人(译) 渡边 隆
村山彦

优先权 1020030095527 2003-12-23 KR

其他公开文献 JP4897214B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

种类代码：A1提供了一种用于有机电致发光器件的中间层形成材料和使
用该中间层形成材料的有机电致发光器件。 一种用于有机电致发光器件
的中间层形成材料，其具有交联官能团与具有空穴传输能力的胺衍生物
键合的结构和使用其的有机电致发光器件。工业实用性本发明的中间层
形成材料具有优异的溶解性，易于形成薄膜，在形成薄膜后对溶剂的稳
定性优异，并且可以容易地制备各种厚度的薄膜。特别地，可以根据所
使用的空穴传输材料的特性容易地调节各种带隙，LUMO和HOMO值，
并且可以预期各种层间特性。如果引入通过使用这种中间层形成材料获
得的中间层，则可以制造具有高效率和长寿命的有机电致发光器件。 .
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